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うれしいなぁバイキング給食うれしいなぁバイキング給食
６年生が楽しみにしていたバイキング給食・熊倉小学校６年生が楽しみにしていたバイキング給食・熊倉小学校（９月 26 日）（９月 26 日）
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※２- 依存財源その他の内訳
　地方譲与税 3 億 0,946 万 9 千円
　利子割交付金 582 万 0 千円
　ゴルフ場利用税交付金 4,568 万 1 千円
　地方消費税交付金 1 億 8,852 万 6 千円
　配当割交付金　　　　　　　　　454 万 5 千円
　株式等譲渡所得割交付金                321 万 4 千円
　自動車取得税交付金　　　　　5,833 万 4 千円 
　地方特例交付金　　　　　1 億 5,947 万 4 千円 
　交通安全対策特別交付金 310 万 0 千円
　国有提供施設等所在市町村助成交付金 1,592 万 2 千円

※１- 自主財源その他の内訳
　分担金及び負担金 8,402 万 0 千円
　使用料及び手数料 6,189 万 7 千円
　財産収入 2,556 万 5 千円
　寄附金 3,275 万 0 千円
　繰入金 3,618 万 3 千円
　繰越金 7,769 万 2 千円
　諸収入 1 億 4,039 万 9 千円

内訳内訳
　　村民税村民税  2525 億億 0,3400,340 万万 77 千円千円
　　固定資産税固定資産税  2323 億億 2,1422,142 万万 00 千円千円
　　軽自動車税軽自動車税  3,0883,088 万万 55 千円千円
　　村たばこ税村たばこ税  11 億億 5,0435,043 万万 22 千円千円
　　特別土地保有税特別土地保有税  00 千円千円
　　入湯税入湯税  2,5762,576 万万 99 千円千円

村税 (村税 (65.0%65.0%))
50 億 3,191 万 3千円50 億 3,191 万 3千円

地方債地方債 ((8.9%8.9%))
6 億 8,930 万 0千円6億 8,930 万 0千円

県支出金県支出金 ((3.6%3.6%))
2 億 7,978 万 9千円2億 7,978 万 9千円

　国庫支出金　国庫支出金 ((5.8%5.8%))
4 億 4,639 万 8千円4億 4,639 万 8千円

その他その他 ((6.0%6.0%)) ※１※１
4 億 5,850 万 6千円4億 5,850 万 6千円

その他その他 ((10.2%10.2%)) ※２※２
7 億 9,408 万 5千円7億 9,408 万 5千円

　平成 18 年度に行った主な事業を目的別にみると下
表のようになります。
目　的 事　業　名 事　業　費

総 務 費 福 島 県 知 事 選 挙 費 857 万 0千円 
総 務 費 土地・家屋現況図作成事業 1,732 万 5 千円 
民 生 費 み ず ほ 保 育 園 造 成 事 業 1億 3,741 万 3 千円
農林水産業費 ふるさと農道緊急整備事業 1億 3,429 万 8 千円
農林水産業費 小 規 模 道 水 路 整 備 事 業 7,427 万 2 千円 
土 木 費 特定防衛施設周辺整備交付金事業 2,937 万 6 千円 
土 木 費 白河布引山演習場周辺道路改修事業 8,595 万 5 千円 
土 木 費 地方道路整備臨時交付金事業 1億 8,843 万 5 千円 
教 育 費 上羽太コミュニティセンター建設事業 3,415 万 7 千円

議会費 (議会費 (1.5%1.5%))
1 億 1,454 万 4千円1億 1,454 万 4千円

総務費総務費 ((22.6%22.6%))
16 億 9,498 万 6千円16 億 9,498 万 6千円

民生費民生費 ((17.5%17.5%))
13 億 1,318 万 6千円13 億 1,318 万 6千円

衛生費衛生費 ((8.3%8.3%))
6 億 2,359 万 1千円6億 2,359 万 1千円

労働費労働費 ((0.0%0.0%))
9 千円9千円

農林水産業費農林水産業費 ((9.5%9.5%))
7 億 1,597 万 4千円7億 1,597 万 4千円

商工費商工費 ((2.7%2.7%))
2 億 0,073 万 2千円2億 0,073 万 2千円

土木費土木費 ((13.3%13.3%))
9 億9 億 99,957 万 3千円,957 万 3千円

消防費消防費 ((3.8%3.8%))
2 億 8,478 万 0千円2億 8,478 万 0千円

教育費教育費 ((9.4%9.4%))
7 億 0,959 万 7千円7億 0,959 万 7千円

公債費 (公債費 (10.5%10.5%))
7 億 9,280 万 1千円7億 9,280 万 1千円

歳出決算額
75億 1,765 万 4 千円

一 般 会 計

地方交付税地方交付税 ((0.5%0.5%))
3,772 万 5 千円3,772 万 5千円

公営企業会計
水道事業会計

区分 決算額

収益的 収入 3億 4,831 万 9 千円
支出 3億 2,415 万 6 千円

資本的 収入 1億 2,044 万 7 千円
支出 2億 8,992 万 0 千円

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 1
億 6,947 万 3 千円は、損益勘定留保資金などで補て
んした。

工業用水道事業会計
区分 決算額

収益的 収入 2億 8,217 万 0 千円
支出 2億 4,104 万 0 千円

資本的 収入 0千円
支出 1億 2,601 万 4 千円

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 1
億 2,601 万 4 千円は、損益勘定留保資金などで補て
んした。

区       分 歳入 歳出 歳入歳出  差引額
墓 地 特 別 会 計 400 万 7千円 357 万 3千円 43 万 4千円
国民健康保険特別会計 15億 9,143 万 1 千円 14 億 6,455 万 3 千円 1億 2,687 万 8 千円
老 人 保 健 特 別 会 計 12億 5,643 万 8 千円 12 億 3,224 万 7 千円 2,419 万 1 千円
土地造成事業特別会計 1億 5,156 万 2 千円 1億 3,900 万 4 千円 1,255 万 8 千円
公共下水道事業特別会計 11億 1,630 万 1 千円 11 億 1,630 万 1 千円 0千円
農業集落排水事業特別会計 1億 8,094 万 7 千円 1億 8,094 万 7 千円 0千円
介護保険事業特別会計 8億 2,242 万 9 千円 8億 0,469 万 9 千円 1,773 万 0 千円
介護サービス事業特別会計 5,191 万 3 千円 5,128 万 6 千円 62 万 7千円
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　　～ 用 語 の 解 説 ～～ 用 語 の 解 説 ～
�自主財源
村税や使用料など、村が自主的に
調達できる財源

�依存財源
地方交付税や国・県支出金など、
国や県が交付・割り当てをし、交
付される財源

�財政調整積立基金
地方公共団体における年度間の財源の不
均衡を調整するために設けられる基金

�特定目的基金
特定目的のために財産を維持し、
資金を積み立てるために設置され
る基金のうち、財政調整基金及び
減債基金を除いた基金

�定率減税
定率減税とは「平成11年度税制改正」
において家計の税負担を軽減する目
的で導入された恒久的な減税のこと

�所得譲与税
個人の所得課税に係る国から地方公
共団体への本格的な税源の移譲を行
うまでの間の措置として、国から市
町村に移譲される所得税の一部

�公債費
村が国や銀行などから借り入れ
た資金（村債）の元利償還金や
一時借入金利子の合計

�収益的収入・支出
上水道の維持管理に対する収入・支出

�資本的収入・支出
上水道施設の整備や改良をする
ための収入・支出

�損益勘定留保資金
　事業収益などの内部留保資金

特 別 会 計

71.0%71.0%29.0%29.0%
源源

財財

主主

自自

源源

財財

存存

依依

歳入決算額
77億 3,771 万 6 千円

災害復旧費 (災害復旧費 (0.9%0.9%))
6,788 万 1 千円6,788 万 1千円
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は
、
後
日
チ
ラ
シ
等

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
住
民
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皆
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■
お
問
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生
涯
学
習
課（
体
育
振
興
係
）

地 域 振 興 基 金 1,965 万 6 千円 
義務教育施設整備基金 5億 3,477 万 6千円 
ス ポ ー ツ 振 興 基 金 2,107 万 1 千円
畜 産 振 興 基 金 503 万 2千円 
土 地 開 発 基 金 7,988 万 1 千円
国民健康保険給付支払準備金 3,663 万 7 千円
環 境 基 金 625 万 8千円

区　　分 未償還額
一 般 会 計 76億 1,667 万 3千円 
公共下水道事業特別会計 46億 7,898 万 6千円 
農業集落排水事業特別会計 22 億 5,822 万 9千円 
介護サービス事業特別会計 1億 9,865 万 1千円 

基 金 及 び 地 方 債 の 状 況

　平成 19 年 9 月末日現在の一般会計、特別会計、公営企業会計の予算執行状況は以下のとおりです。

科目 予算額 収入済額 収入率
村 税 47億 8,170 万 1 千円 40 億 8,821 万 3 千円 85.5%
地 方 譲 与 税 1億 5,560 万 9 千円 4,161 万 2 千円 26.7%
地 方 交 付 税 10万 0千円 0 千円 0.0%
分担金・負担金 7,959 万 8 千円 4,159 万 5 千円 52.3%
使用料・手数料 6,092 万 3 千円 2,844 万 4 千円 46.7%
国 庫 支 出 金 7億 5,273 万 1 千円 5,741 万 4 千円 7.6%
県 支 出 金 3億 1,358 万 5 千円 6,837 万 5 千円 21.8%
財 産 収 入 2,923 万 7 千円 3,037 万 9 千円 103.9%
繰 入 金 4,721 万 5 千円 0 千円 0.0%
繰 越 金 1億 0,900 万 0 千円 1億 0,900 万 0 千円 100.0%
諸 収 入 2億 1,465 万 0 千円 6,040 万 2 千円 28.1%
地 方 債 5億 5,840 万 0 千円 0 千円 0.0%
そ の 他 3億 9,154 万 7 千円 1 億 9,438 万 3 千円 49.6%
合 計 74億 9,429 万 6 千円 47 億 1,981 万 7 千円 63.0%

科目 予算額 支出済額 支出率
議 会 費 1億 2,433 万 3 千円 5,670 万 6 千円 45.6%
総 務 費 10億 5,977 万 4 千円 4億 2,575 万 4 千円 40.2%
民 生 費 15億 5,257 万 4 千円 6 億 9,158 万 4 千円 44.5%
衛 生 費 6億 2,201 万 3 千円 2億 6,422 万 7 千円 42.5%
労 働 費 1万 1千円 8 千円 72.7%
農林水産業費 6億 8,691 万 2 千円 2 億 6,408 万 6 千円 38.4%
商 工 費 2億 1,600 万 2 千円 1 億 3,141 万 4 千円 60.8%
土 木 費 12億 1,937 万 5 千円 2 億 9,622 万 1 千円 24.3%
消 防 費 2億 8,959 万 0 千円 1 億 3,563 万 5 千円 46.8%
教 育 費 7億 3,208 万 3 千円 2 億 7,727 万 0 千円 37.9%
災 害 復 旧 費 1億 4,474 万 2 千円 1,459 万 8 千円 10.1%
公 債 費 8億 2,914 万 9 千円 2 億 7,184 万 9 千円 32.8%
予 備 費 1,773 万 8 千円 0 千円 0.0%
合 計 74億 9,429 万 6 千円 28 億 2,935 万 2 千円 37.8%

会計名 予算額 収入済額 収入率
支出済額 支出率

墓 地 333 万 3千円 209 万 9 千円 63.0%
8 千円 0.2%

国民健康保険 15億 6,423 万 4 千円 7 億 1,376 万 8 千円 45.6%6 億 6,601 万 7 千円 42.6%

老 人 保 健 12億 9,522 万 6 千円 5 億 7,888 万 6 千円 44.7%5 億 3,351 万 0 千円 41.2%

土地造成事業 8,186 万 2 千円 5,900 万 7 千円 72.1%
2,332 万 3 千円 28.5%

公共下水道事業 12億 2,814 万 1 千円 2 億 8,821 万 3 千円 23.5%2 億 7,257 万 6 千円 22.2%

農業集落排水事業 1億 8,907 万 7 千円 1 億 0,982 万 7 千円 58.1%8,246 万 1 千円 43.6%

介護保険事業 8億 2,231 万 4 千円 4 億 1,097 万 4 千円 50.0%3 億 4,006 万 0 千円 41.4%

介護サービス事業 5,435 万 2 千円 4,231 万 1 千円 77.8%
966 万 1千円 17.8%

水道事業会計
区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的 収入 3億 3,428 万 7 千円 1 億 5,099 万 8 千円 45.2%
支出 3億 3,428 万 7 千円 7,797 万 1 千円 23.3%

資本的 収入 9,576 万 5 千円 0千円 0.0%
支出 2億 4,475 万 4 千円 5,193 万 0 千円 21.2%

工業用水道事業会計
区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的 収入 3億 0,806 万 0千円 1 億 2,136 万 3 千円 39.4%
支出 3億 0,806 万 0千円 6,883 万 1 千円 22.3%

資本的 収入 1億 7,100 万 0千円 0千円 0.0%
支出 3億 2,483 万 2千円 3,564 万 6 千円 11.0%

財 政 調 整 基 金 12億 2,499 万 2 千円 
減 債 基 金 5,339 万 4 千円
地 域 福 祉 基 金 7,354 万 0 千円 
人 材 育 成 基 金 1億 0,989 万 9千円 
中山間ふるさと水と土保全基金 1,914 万 3 千円 
公 共 施 設 整 備 基 金 4億 9,356 万 7千円 
介 護 支 払 準 備 基 金 5,009 万 2 千円
電源立地地域対策交付金基金 553 万 5千円

一般会計

特別会計 公営企業会計

●歳入 ●歳出

●基金 ●地方債

（平成 18 年度末現在高）

　

平
成
十
九
年
第
三
回
定
例
会
（
平
成
十
九
年
九
月
五
日
〜
九
月
十
四
日
）
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
平
成
十
九
年
度
補
正
予
算
な
ど
村
長
提
出
議
案
十
一
件
、
議
員
提
出
議

案
二
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
る
こ
と
に
伴
い
、
再
度
、
委
員

と
し
て
任
命
し
た
い
た
め
、
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

平
成
18
年
度
西
郷
村
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
認
定
）

平
成
18
年
度
西
郷
村
公
営
企
業
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
認
定
）補

正

予

算

　

補
正
予
算
と
は
、
年
度
の
途
中

で
、
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
事
業

費
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
と

き
、
当
初
予
算
に
変
更
を
加
え
る

予
算
を
い
い
ま
す
。

　

今
回
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
は

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
下

の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
回
定
例
会

村
長
提
出
議
案

▽
国
土
利
用
計
画
（
西
郷
村
計

画
）
の
変
更
に
つ
い
て
（
可
決
）

　

村
の
区
域
に
お
け
る
国
土
の
利

用
に
関
し
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

定
め
る
国
土
利
用
計
画
（
西
郷
村
計

画
）
の
全
部
を
変
更
す
る
た
め
、
国

土
利
用
計
画
法
第
８
条
第
７
項
の

規
定
に
よ
り
準
用
す
る
同
条
第
３

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

▽
西
郷
村
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
（
同
意
）

　

西
郷
村
教
育
委
員
会
委
員　

菊
池
千
代
子
氏
が
、
平
成
19
年
９

月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

議
員
提
出
議
案

▽
道
路
財
源
の
確
保
並
び
に
道
路

整
備
の
制
度
拡
充
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
（
可
決
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
可
決
）

※
こ
れ
ら
の
可
決
さ
れ
た
意
見
書

は
、
関
係
省
庁
へ
送
付
さ
れ
ま
し

た
。

請
願
・
陳
情

　

今
回
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
が
付
託

を
受
け
審
査
し
、
本
会
議
に
お

い
て
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

｜　

請　

願　

｜

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す

る
請
願
（
採
択
）

会　計 補正額 総　額
一 般 会 計 201,728 千円 7,494,296 千円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,176 千円 1,564,234 千円
土 地 造 成 事 業 特 別 会 計 12,556 千円 81,862 千円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 841 千円 1,228,141 千円
農業集落排水事業特別会計 2,102 千円 189,077 千円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 20,245 千円 822,314 千円
介護サービス事業特別会計 719 千円 54,352 千円

一般会計・特別会計

平 成 19 年 度 予 算 の 執 行 状 況

「
西
の
郷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」　

「
西
の
郷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」　

　
　
　
　
　
　
　
　

に
決
定
！

　
　
　
　
　
　
　
　

に
決
定
！
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こ
の
た
び
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

「
国
土
利
用
計
画
（
西
郷
村
計
画
）」
は
、

全
国
計
画
と
福
島
県
計
画
を
基
本
と

し
、
さ
ら
に
、
西
郷
村
第
三
次
総
合
振

興
計
画
〜
共
生
と
協
働
で
つ
く
る
「
さ

わ
や
か
高
原
公
園
都
市
」
に
し
ご
う
〜

の
基
本
構
想
を
受
け
、
村
土
の
利
用
に

関
し
て
、
必
要
事
項
を
定
め
た
も
の
で

す
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
住
民
の
方
々
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
村
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
（
第
三
次
総
合
振
興
計

画
策
定
と
同
時
に
実
施
）、
さ
ら
に
、

面
積
・
地
形
・
気
象
な
ど
の
自
然
的
条

件
や
、
人
口
・
世
帯
数
・
産
業
構
造
な

ど
の
社
会
的
条
件
な
ど
を
踏
ま
え
て
素

　

村
土
は
、
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る

村
民
の
た
め
の
か
け
が
え
の
な
い
限
ら

れ
た
資
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
生
活
及

び
生
産
を
通
ず
る
諸
活
動
の
共
通
の
基

盤
で
あ
り
、
村
民
共
有
の
資
産
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
村
土
の
利
用
は
、
公
共

の
福
祉
を
優
先
さ
せ
、
自
然
環
境
の
保

全
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
自
然
的
、
社

会
的
、
経
済
的
及
び
文
化
的
条
件
に
配

慮
し
て
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
環
境

の
保
全
、
生
活
の
質
の
向
上
及
び
村
土

の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
こ
と
を
基
本

理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　　

平
成
十
八
年
六
月
に
村
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
西
郷
村
第
三
次
総

平
成
十
八
年
六
月
に
村
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
西
郷
村
第
三
次
総

合
振
興
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、「
国
土
利
用
計

合
振
興
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、「
国
土
利
用
計

画
（
西
郷
村
計
画
）」
の
見
直
し
を
進
め
、九
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
、

画
（
西
郷
村
計
画
）」
の
見
直
し
を
進
め
、九
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
、

第
三
次
と
な
る
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

第
三
次
と
な
る
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
状
の
自
然
的
・
社
会
的
条
件
を
踏
ま
え
、
西
郷
村
の
国
土
の
総
合

　

現
状
の
自
然
的
・
社
会
的
条
件
を
踏
ま
え
、
西
郷
村
の
国
土
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
利
用
を
図
る
た
め
の
、行
政
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

的
か
つ
計
画
的
な
利
用
を
図
る
た
め
の
、行
政
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

一
、
居
住
環
境
の
快
適
性
を
高
め
る
土

　

地
利
用

　　

都
市
機
能
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

地
形
・
水
系
・
植
生
な
ど
に
十
分
に
配

慮
し
、
自
然
環
境
の
保
全
と
再
生
、
さ

ら
に
は
新
た
な
自
然
の
創
造
な
ど
、
良

好
な
居
住
環
境
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
内
の
各
地
域
に
お
い
て
村

民
参
加
に
よ
る
景
観
形
成
に
関
す
る

ル
ー
ル
づ
く
り
や
、
村
民
主
体
の
村
づ

く
り
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
ら

ぎ
と
癒
し
の
居
住
空
間
の
形
成
を
進
め

ま
す
。

二
、
魅
力
的
で
か
つ
個
性
的
な
環
境
づ

　

く
り
を
推
進
す
る
土
地
利
用

　　

個
性
の
あ
る
村
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
村
土
の
持
つ
豊
か
で
美
し

い
自
然
環
境
を
活
か
す
と
と
も
に
、
本

村
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
や
生
活
文
化
な

ど
様
々
な
文
化
が
共
存
し
、
新
し
い
文

化
と
融
合
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
交
流
人
口
の
増
加

を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
生
活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を

も
た
ら
す
自
然
環
境
と
共
生
し
、
調
和

す
る
魅
力
的
で
個
性
的
な
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

三
、
活
力
あ
る
産
業
の
振
興
と
育
成
を

　

図
る
土
地
利
用

　　

活
力
あ
る
産
業
振
興
の
た
め
の
工

業
、
商
業
用
地
の
活
用
は
、
都
市
と
自

然
が
調
和
し
た
村
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
慎
重
に
調
整
を
図
る
べ
き
土
地
利

用
の
課
題
で
す
。

　

西
郷
村
第
三
次
総
合
振
興
計
画
に
定

め
る
〜
共
生
と
協
働
で
つ
く
る
「
さ
わ

や
か
高
原
公
園
都
市
」
に
し
ご
う
〜
と

し
て
の
本
村
の
魅
力
を
十
分
に
発
揮

し
、
観
光
資
源
の
活
用
な
ど
に
よ
り
交

流
人
口
や
定
住
人
口
の
増
加
を
図
り
、

村
民
と
の
協
働
に
よ
る
周
辺
環
境
と
調

和
し
た
適
切
な
土
地
利
用
の
誘
導
を
図

り
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
平
成
二
十
八
年
の

人
口
を
二
万
二
百
人
、
世
帯
数
を

六
千
四
百
世
帯
に
な
る
も
の
と
見
込
ん

で
計
画
し
て
お
り
、
農
用
地
や
森
林
な

ど
の
利
用
区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
計
画
で
は
、
利
用
区
分
別

の
基
本
方
向
や
、
地
域
別
の
概
要
、
さ

ら
に
は
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
必

要
な
措
置
な
ど
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

　

策
定
し
た
「
国
土
利
用
計
画
（
西
郷

村
計
画
）」
は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

村
土
利
用
の
基
本
方
針

村
土
利
用
の
基
本
方
針

案
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
種

委
員
会
や
審
議
会
を
経
て
、
平
成
十
九

年
第
三
回
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
平
成
十
六
年
を
基
準
年

と
し
、
平
成
二
十
八
年
ま
で
の
十
年
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基準年 構成比
（平成16年） 基準年 平成28年

１．農用地 2,120 2,059 11.0 10.7
（1）農地 2,120 2,059 11.0 10.7
（2）採草放牧地 ０ ０ 0.0 0.0

２．森林 12,921 12,633 67.2 65.7
（1）国有林 5,536 5,536 28.8 28.8
（2）民有林 7,385 7,097 38.4 36.9

３．原野 534 526 2.8 2.7
４．水面・河川・水路 423 429 2.2 2.2
（1）水面 98 98 0.5 0.5
（2）河川 246 250 1.3 1.3
（3）水路 79 81 0.4 0.4

５．道路 570 608 2.9 3.2
（1）一般道 435 473 2.2 2.4
（2）農道 113 113 0.6 0.6
（3）林道 22 22 0.1 0.1

６．宅地 593 658 3.1 3.4
（1）住宅地 266 276 1.4 1.4
（2）工業用地 200 250 1.0 1.3
（3）その他の宅地 127 132 0.7 0.7

７．その他 2,071 2,319 10.8 12.1
合計 19,232 19,232 100.0 100.0

■問合せ　企画調整課　℡２５－２９４３

村
土
の
利
用
目
的
に
応
じ
た

村
土
の
利
用
目
的
に
応
じ
た

区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標

区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標

目
標
は
平
成
二
十
八
年

目
標
は
平
成
二
十
八
年

村
土
利
用
の
基
本
構
想

村
土
利
用
の
基
本
構
想

村土の利用目的に応じた区分ごとの規模の目標
（単位 :ha、%）

第３次第３次　　「国土利用計画（西郷村計画）」を策定！「国土利用計画（西郷村計画）」を策定！

平成 28 年利用区分
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西
郷
村
消
防
団
長
に 

　

德
田　

進
氏
を
再
任▲村長より辞令を受ける德田氏

　　

西
郷
村
消
防
団
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
德
田　

進
氏
を
再
度
消
防
団
長
に

任
命
し
ま
し
た
。

　

村
長
室
に
て
消
防
団
長
の
辞
令
交
付

式
が
行
わ
れ
、
任
期
は
平
成
十
九
年
九

月
三
十
日
か
ら
四
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

德
田
氏
は
、
平
成
七
年
に
就
任
以
来

四
期
目
と
な
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
小
松

毬
男
氏
再
任
・
新
た
に

鈴
木
倶
子
氏
委
嘱

東北管区警察局長・東北防犯協会連絡協議会長連名表彰受賞

▲副村長に受賞の喜びを報告する鈴木義則氏

　　　少年の主張福島県大会で最優秀賞を受賞

▲最優秀賞を受賞した福田裕紀君

　　健康であるからできた献血 100 回
　福島県赤十字血液センターより献血功労者として、村内在住で川谷中学校

教諭の大塚雄一先生に金色有功章が贈られました。

　大塚先生は、大学生の時に初めて献血をしてこの度 100 回を数えました。

　献血は誰でもできるボランティアと言われますが、健康でなければできず、

血液成分が不適格のため献血ができない方もいます。そんな中で「献血は、

自分の健康管理にもなりますよ。」と、大塚先生は話してくれました。

　また、同じく村内在住の小森久子さんには、献血 72 回で銀色有功章が贈

られました。
▲大塚雄一先生

教
育
委
員
に
菊
池     

千
代
子
氏
を
再
任

　

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
菊

池
千
代
子
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら

四
年
間
で
す

▲辞令を受ける菊池千代子氏

鈴
木　

倶と
も

子
氏

住
所　

小
田
倉
字
前
山
一
二
二

電
話　

二
五
ー
三
八
二
四

▲鈴木倶子氏 ▲小松毬男氏

小
松　

毬ま
り

男
氏

住
所　

羽
太
字
南
二
六

電
話　

二
五
ー
○
八
八
八　白河地区防犯指導隊西郷分隊顧問であり、西郷村地域安

全推進協議会副会長である下新田在住の鈴木義則氏（74 歳）

が東北管区警察局長・東北防犯協会連絡協議会長連名の表彰

を受けました。

　鈴木義則氏は、平成６年４月白河地区防犯指導隊発足以来

11 年間、副隊長及び隊長を歴任すると同時に同隊西郷分隊

長として指導力を発揮し、積極的に活動に従事してきました。

現在は顧問を務めています。

　また、西郷村地域安全条例の制定に積極的に関わり、同時

に設置された西郷村地域安全推進協議会の副会長として、村

の防犯・交通両面にわたって地域のリーダーとして活躍し、

これらの功績が認められ表彰を受けました。

　

　行政相談委員の越前六郎氏総務大臣表彰

　行政相談委員は、村長の推薦を受け総務大臣

から委嘱されますが、原中に住む越前六郎氏が、

10 月 12 日総務大臣表彰を受けました。

　越前六郎氏は、自営業のかたわら平成３年４月

に委嘱されてから８期16年という多年にわたり、

国等の行政に対する苦情や意見・要望を村民から

聴き、その解決や実現に尽力されてきました。

　今回、長年の功績が認められ総務大臣表彰とな

りました。

西
郷
村
の
人
権
擁
護
委
員

・
菊
地
芳
枝
氏

　

住
所　

米
字
上
畑
六
○
ノ
一

　

電
話　

二
五
ー
一
一
五
九

・
田
邉
敏
捷
氏

　

住
所　

米
字
間
ノ
原
一
○
七

　

電
話　

二
五
ー
一
一
三
五

・
真
船
哲
郎
氏

　

住
所　

小
田
倉
字
稗
返
二
○
六

　

電
話　

二
五
ー
三
六
三
九

・
松
田
ハ
ル
ヨ
氏

　

住
所　

真
船
字
小
萱
五
五

　

電
話　

二
五
ー
一
七
二
四

▲法務大臣表彰を村長に報告する越前六郎氏

　９月 20 日西郷第二中学校で行われた「第 29 回少年

の主張福島県大会」で発表した、西郷村代表の西郷第一

中学校３年生福田裕紀君が、最優秀賞を受賞しました。

　この大会には、県内各地の代表者 16 名が参加し、そ

れぞれが感じたこと、考えたことを主張しました。福田

君の主張した「一人の人間として」は、前月号の広報に

掲載しましたが、ある有力新聞のカメラマンが撮影した

１枚の写真を取り上げ、今自分にできることは何かを考

え、実行していきたいというものでした。

　この後、東京で開催される全国大会出場をかけ書類           

審査が行われます。

菊

芳

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い

小
松
毬
男
氏
が
、
法
務
大
臣
か
ら
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
年
以
来
、
四
期

目
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鈴
木
倶
子
氏
は
新
た
に
委
嘱

さ
れ
、
任
期
は
三
年
で
す
。
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45
岩谷　舞
（西郷第二中学校）

飯村　絹絵
（西郷第一中学校）

安部　美幸
（田村高校）

平松　一穂
（西郷第二中学校）

長田　勝明
（パナソニック半導体デバイスソリューション㈱）

678678

（パナソニック半導体デバイスソリューション㈱）
薄井　修

678678

児山　英雄
（ヤマヨ測定機㈱）
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（白河旭高校）

大塚　翔太

�;�;
（陸上自衛隊福島）

大倉　優

�;�;

（白河旭高校）

根本　敏行

<;<;

山形　武士
（国士舘大学）

+;+;

渡部　太支
（西郷第二中学校）


;
;

鈴木　郁也
（西郷第二中学校）

=;=;

黒沢　真琴
（西郷第一中学校）

�;�;

真舩　孝道
（学校法人福島学院大学）

45 ;45 ;

長谷川貴大
（白河実業高校）

4. ;4. ;

4/ ;4/ ;

角田　幸司

40 ;40 ;

小林　礼明

4- ;4- ;

（電気通信大学院）
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み
ん
な
の
熱
い
思
い
を
タ
ス
キ
に

み
ん
な
の
熱
い
思
い
を
タ
ス
キ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

込
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

込
め
て

　

第
十
九
回
福
島
県
市
町
村
対
抗
縦
断
駅
伝

　

第
十
九
回
福
島
県
市
町
村
対
抗
縦
断
駅
伝

競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
、
十
一
月

競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
、
十
一
月

十
八
日
（
日
）
午
前
七
時
五
十
分
に
白
河
市

十
八
日
（
日
）
午
前
七
時
五
十
分
に
白
河
市

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し

て
、
福
島
県
庁
ま
で
の
九
十
六
．
二
㎞
十
六

て
、
福
島
県
庁
ま
で
の
九
十
六
．
二
㎞
十
六

　

西
郷
全
村
民
の
熱
い
期
待
を

受
け
な
が
ら
走
る
、
今
年
の
選

手
の
皆
さ
ん
は
、
昨
年
十
二
月

か
ら
活
動
を
始
め
、
今
年
四
月

か
ら
本
格
的
な
練
習
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

毎
週
水
曜
日
と
土
曜
日
に
は
、

ト
ラ
ッ
ク
や
ロ
ー
ド
を
組
み
合

わ
せ
た
合
同
練
習
や
、
夏
と
秋

の
合
宿
も
行
い
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
チ
ー
ム
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

顔
ぶ
れ
と
し
て
は
、
毎
年
出

場
の
選
手
や
、
こ
の
駅
伝
大
会

に
憧
れ
、
念
願
の
出
場
と
な
っ

た
中
学
生
な
ど
、
選
手
一
人
ひ

と
り
に
熱
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
出
場
枠
と

し
て
参
加
す
る
、
四
名
の
選
手

も
活
躍
が
期
待
さ
れ
、
レ
ー
ス

の
行
方
が
楽
し
み
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
選
手
を
ま
と
め
、

体
調
な
ど
を
見
極
め
て
采
配
す

る
監
督
や
コ
ー
チ
も
選
手
と
一

緒
に
戦
っ
て
い
ま
す
。

　

村
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ナ
ン
バ
ー
は
、

「
45
」で
す
。
こ
の
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

村の部優
勝を目指

して

（光南高校）

佐藤　歩

44 ;44 ;

�;�; 安田　周平
（西郷第二中学校）

�;�;

緑川　薫
（東京消防庁）

4, ;4, ;

（ヤマヨ測定機（株））

児山　英雄 大高　梨香
（光南高校）

今
年
の
チ
ー
ム
の
特
徴

区
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

区
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

西
郷
村
チ
ー
ム
は
、
昨
年
村
の
部

　

西
郷
村
チ
ー
ム
は
、
昨
年
村
の
部

三
位
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
は
初
優

三
位
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
は
初
優

勝
を
目
指
し
て
大
会
に
臨
み
ま
す
。

勝
を
目
指
し
て
大
会
に
臨
み
ま
す
。

塩津　湧大
（川谷中学校）

須藤誉士輝
（西郷第一中学校）

▲合宿で闘志を燃やす監督・コーチ・選手の皆さん

▲練習にも力が入ります。

【控え選手の皆さん】
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　米小学校で、２年生と西郷幼稚園児との交流

学習会が行われました。始めに２年生が自己紹

介をし、園児達は「よろしくお願いします。」

とあいさつをしました。２年生のお兄さんやお

姉さんが準備してくれた魚釣りや、ブーメラン

ゲーム、ボーリング、読み聞かせ等、工夫をこ

らした内容に園児達は、とても喜んでいました。

　第 16 回となる菊池清人杯ゲートボール大会

が、追原のゲートボール場で行われました。

　この日参加したのは９チームで、それぞれの

チームは優勝を目指し、日頃の練習の成果を発

揮していました。その結果真船チームが優勝、

交友会が準優勝、からまつＡチームと米チーム

が第３位でした。大会終了後、婦人会の皆さん

による「豚汁」が振る舞われ、楽しい一日を過

ごしました。

　中学生が、みずほ保育園で園児のお世話をしま

した。これは福祉職場体験のひとつで、西二中の

３年生３人がみずほ保育園を訪れ、園児と過ごし

ました。この日保育園では、運動会の予行演習が

行われており、中学生は慣れない園児の世話に戸

惑っていたようですが、一緒に踊ったり、走った

りして、保育士の仕事を体験していました。

　熊倉にある関根遺跡の、現地説明会が行われま

した。関根遺跡は西郷第一中学校の周囲にある、

村内最大規模の遺跡で、平成 17 年度からの調査

により、縄文土器や石器などの遺物が出土してい

ます。また引き続き行われた今回の調査でも、数

多くの貴重な遺物が出土しており、説明会に参加

した 22 名の方は、塩谷社会教育主事（学芸員）

の説明に、熱心に耳を傾けていました。

　村内の各小学校６年生を対象に「バイキング給食」が行わ
れました。始めに学校給食センターの主任栄養技師である三
森先生からバイキング給食についてのお話があり、この日を
楽しみにしていた子どもたちは、栄養のバランスを考え、自
分で選択をして食べていました。６年生にとって「バイキン
グ給食」は忘れることのできない思い出となることでしょう。

　第２回「西郷フレンドリーカップ」児童ソフ

トボール大会が、米の多目的広場で開催されま

した。早朝に小雨がぱらつくあいにくの天気で

したが、徐々に晴れ間がのぞき、南会津町や下

郷町から参加の９チームと、地元５チームの熱

い戦いとなりました。その結果、米スポ少が優

勝、折口原スポ少が準優勝でした。

    

▲羽太小学校のバイキング給食（９/28）

▲米小学校のバイキング給食（９/27）

▲川谷小学校のバイキング給食 (10/12）

▲学校給食協力会の八島さん（左）と
石山さん（右）も一緒にいただきました

▲小田倉小学校のバイキング給食 (10/19)

▲熊倉小学校のバイキング給食 (9/26)
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●保険料の決まり方

 

※一人に一枚の被保険者証が
交付されます。

■被保険者になる方
① 75 歳以上の人（75 歳の誕生日から）
② 65 歳以上 74 歳以下の方で一定の障がいを有する人（広域連合の認定を受けた日から）

平成 20 年３月 31 日まで

����� 
���	
� 
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　老人医療費を中心に国民医療費が増大する中、現役世代と高齢者世代の負担を明確化し、公平で分か
りやすい制度とするために、75 歳以上の高齢者を対象にした後期高齢者医療制度が創設されることに
なりました。
　この後期高齢者医療制度の事務と財政運営を市町村と福島県後期高齢者医療広域連合が連携して行い
ます。

■制度のしくみ

■保険給付は、老人保健と変わりありません。
医療機関などの窓口負担割合

被保険者証
老人医療
受給者証

後期高齢者医療
被 保 険 者 証

国民健康保険
健康保険組合など

平成 20 年４月１日から

平成 20 年
４月
スタート

後期高齢者医療制度のしくみ
75 歳以上の方の医療制度が変わります。

被保険者証提示
医療費の一部負担

診 療

医
療
費
請
求

高額療養費
等の給付

情報提供・保険料納付

被保険者証交付

被
保
険
者
証

引
渡
し

各
種
申
請

保
険
料
納
入

医
療
費
支
払

●　高額療養費が給付されます。

　　ひと月の医療費が高額となった場合には、市町村の担当窓口へ申請して認められると限度額を超え

　た分が払い戻されます。

●　新しく高額介護合算療養費が給付されます。

　　後期高齢者医療制度及び介護保険の自己負担額の合算額が高額になり、あらたに設けられる限度額

　を超えた場合には、申請により限度額を超えた分が高額介護合算療養費として支給されます。

■保険料は、被保険者全員が納めます。
被保険者の保険料は、医療給付費（医療費から窓口    

負担分を除いた額）の約１割です。

医 療 給 付 費

保険料

支援金
公 費

（約１割）

（約５割）

（約４割）

国保・健康保険組合など

国４/ ６、県１/ ６、
　　市町村１/ ６

（被保険者全員が頭割りで負担） （被保険者の所得に応じて負担）

均 等 割 額 所 得 割 額

※　保険料率や所得の低い人に対する均等割額の軽減措置等は、今後決定されます。

●　広域連合内では、保険料率は原則として均一です。

●　健康保険組合などの被扶養者で保険料を負担していなかった人も納付します。

●　保険料の納め方

　　①　年額 18 万円以上の年金を受け取っている場合には、年金から保険料が天引きされます。

　　②　それ以外の場合は、口座振替や納付書により市町村に納めます。

詳しい内容のお問い合せは・・・・
西郷村役場

　　　　健康推進課

　　　　　　　　　国保係

福島県後期高齢者医療広域連合
所在地 : 〒 960 － 8043
福島県福島市中町８－２福島県自治会館２階
℡０２４－５２８－９０２５　FAX０２４－５２１－０２５４
メールアドレス　kouikirengou@fukushima.email.ne.jp
ホームページ　http://fukushima-kouikirengou.lineup.jp/

℡０２４８－２５－１１１５

現役並み所得者

一 般

３割

１割
負担
割合
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都
々
古
別
神
社
を
祀
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
同

地
に
は
、
他
に
道
標
の
機
能
も
あ
る
大
正
四
年
の
牛

馬
供
養
塔
と
昭
和
四
十
七
年
に
蚕
繭
一
万
キ
ロ
グ
ラ

ム
達
成
記
念
に
建
て
ら
れ
た
蚕
繭
供
養
塔
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
か
つ
て
馬
魂
碑
が
あ
り
ま
し

た
。
都
々
古
別
神
社
の
碑
と
同
じ
よ
う
に
白
坂
分
厩

か
ら
移
設
さ
れ
、
平
成
三
年
に
西
郷
村
歴
史
民
俗
資

料
館
の
敷
地
内
に
再
び
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
の
又
の
太
陽
の
国
の
入
口
周
辺
に
河
原
石
に

「
古
峯
神
社
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
石

碑
に
刻
ま
れ
た
銘
文
に
よ
る
と
、大
正
九
年（
一
九
二

○
）
十
月
一
日
に
国
勢
調
査
紀
念
と
し
て
一
ノ
又
分

厩
農
事
傭
人
の
人
々
が
建
て
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
一
ノ
又
分
厩
は
軍
馬
補
充
部
白
河
支
部
一
ノ
又

分
厩
の
こ
と
で
、
こ
ち
ら
も
軍
馬
補
充
部
に
関
連
す

る
神
社
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

　

勝
負
沢
の
集
落
の
小
高
い
丘
の
平
ら
な
部
分
に

「
都
々
古
別
神
社
／
昭
和
六
年
六
月
建
之
」
と
刻
ま

れ
た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。『
西
郷
・
小
田
倉
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ッ
ト
』
に
よ
る
と
軍
馬
補
充
部
白
河
支
部
白

坂
分
厩
に
農
業
の
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
八

槻
都つ

つ

こ

わ

け

々
古
別
神
社
を
白
坂
分
厩
の
廃
止
に
伴
い
、
昭

和
二
十
五
年
頃
譲
り
受
け
、
勝
負
沢
の
共
有
地
に
菖

蒲
沢
神
社
と
し
て
祀
っ
た
そ
う
で
す
。
同
書
に
よ
る

と
、
勝
負
沢
地
区
は
昭
和
二
十
一
年
頃
、
主
に
原
中

地
区
の
人
た
ち
が
開
拓
を
目
的
に
移
住
し
て
き
た
そ

う
で
、
当
時
は
土
地
が
ま
だ
瘠
せ
て
い
て
農
作
物
の

収
穫
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
農
業
の
神
様
で
あ
る

「ごみの減量は家庭から」
　皆さんの一般家庭から出るごみは、「家庭系一般廃棄物」

という種類になり、可燃ごみ・不燃ごみ・資源ごみ・大型

ごみに細分されます。

　現在、１市１町３村で運営する西白河地方衛生処理一部

事務組合では、平成 11 年 10 月からごみの分別排出と分別

収集による、ごみ処理手数料の有料化と粗大ごみの戸別収

集を開始しました。

　ごみを出すことへのコスト意識を高め、よりごみへの関

心をもっていただき、減量とリサイクルを促進しようとす

るものです。

　資源ごみ用の袋はごみ処理手数料が無料となっています。

一人ひとりが、生ごみのコンポストによる肥料化、缶、ビン、

ペットボトル、ダンボール、新聞紙、食品トレー等のリサ

イクルに取り組めばごみ処理手数料を削減できます。

　ごみ排出の削減は、限りある資源を守るだけでなく地球

温暖化防止にもつながりますので、ごみダイエットを心掛

けましょう。

■問合せ　税務課　☎２５－１１１３

　
「
税
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
学
校
や

道
路
等
の
公
共
施
設
の
建
設
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど

様
々
な
所
で
使
わ
れ
て
い
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

身
近
な
「
税
」
に
つ
い
て
、
仕
組
み
や
役
割
に

つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「滞納処分について 」
シリーズ─⑪

　
「
税
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
学
校
や

道
路
等
の
公
共
施
設
の
建
設
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど

様
々
な
所
で
使
わ
れ
て
い
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

身
近
な
「
税
」
に
つ
い
て
、
仕
組
み
や
役
割
に

つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●滞納処分について

●滞納を放置すると
　最終的には差押え財産の換価手続き（公売等）により滞納分に充当さ
れ、滞納者は財産を失うことになります。そのようなことになる前に、
滞納しないようにきちんと納期内納付を心がけましょう。
　なお、財産差押え等の滞納処分は滞納税額等を完納した時点で解除さ
れますが、どうしても納期限までに納付できない場合、一定の要件に該
当すると、納税についての猶予措置を受けることもできます。納付でき
ないからとそのまま放置することのないよう、進んで納付相談を申し出
られますようお願いします。

　滞納処分とは、納期内に納付した方と期限を経過しても納付しない方
との負担の公平を図るため、納税者が自主的に納付しない場合に法律に
基づいて徴収するための手続きをいい、具体的には次の手続きによって
行われます。
財産の差押え
　督促状の送付を受けても納付されない場合には、財産について差押え
が行われます。差押えがされると、納税者はその財産を処分することが
できなくなります。
　差押えの対象となる財産は、土地・建物といった不動産、預金・給与・
売掛金といった債権、あるいは動産・有価証券など、多様なものとなっ
ています。
　※督促状…納付の期限を過ぎても納付されない場合に村から送付され
ます。この督促状が発送された日から 10 日を経過する日までに完納さ
れないときは、滞納処分を受けることとなります。
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西郷村中央公民館図書室だより
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一
般
書

　

天
国
で
君
に
逢
え
た
ら　
　
　
　

飯
島　

夏
樹

　

D
列
車
で
い
こ
う　
　
　
　
　
　

阿
川　

大
樹

　

夜
明
け
の
街
で　
　
　
　
　
　
　

東
野　

圭
吾

　

楽
園　
（
上
）・（
下
）　　
　
　
　

宮
部　

み
ゆ
き

　

今
日
、
ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
っ
た　

増
田　

明
利

　

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
２
０
０
７　
　

こ
ど
も
く
ら
ぶ

　

親
子
を
癒
す
子
育
て
の
ヒ
ン
ト　

越
智　

啓
子

　

み
ぃ
つ
け
た　
　
　
　
　
　
　
　

畠
中　

恵

　

誕
生
日
大
全　

　
　

サ
ッ
フ
ィ
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド

児
童
書

　

月
の
う
さ
ぎ　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内　

寂
聴

　

ぼ
く
に
も
そ
の
あ
い
を
く
だ
さ
い　

宮
西　

達
也　

　
　
　 新

着
図
書
案
内

ª«¬¦ ¡���� ¡�

ª¦§ ¡�¨j©�

５日・１２日・１９日・２６日（月）

　

一
般
書
か
ら
児
童
書
ま
で
二
千
冊
余
を
載
せ
た

バ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
場
で
貸
し
出
し
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
「
あ
づ
ま
号
」
巡
回
に
伴
い
、
10
月
30
日

よ
り
「
県
立
図
書
コ
ー
ナ
ー
」
の
貸
し
出
し
を
お

　

県
立
移
動
図
書
館

　
　

日
時　

11
月
27
日　

（水）　
　
　
　

　
　
　
　

13
時
〜
14
時

　

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

休
み
に
し
、
入
れ
替
え
作

業
終
了
次
第
、
再
開
い
た

し
ま
す
。　
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●歯科医　休日当番日
 11.  3 内藤歯科クリニック（白河市）☎ 22-7252
 11.  4 国 井 歯 科 医 院（西郷村）☎ 31-2580
 11.11 吉田歯科クリニック（中島村）☎ 51-1661
 11.18 白河みなみ歯科クリニック（白河市）☎ 24-3730
 11.23 九番町歯科クリニック（白河市）☎ 27-3711
 11.25 サンデンタルクリニック（白河市）☎ 24-8020

福
祉
業
務
の
一
部
を
本
庁
舎
へ

　　

村
で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

平
成
20
年
１
月
４
日
よ
り
、
現
在
、
西

郷
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
健
康
推
進

課
）
で
行
っ
て
お
り
ま
す
業
務
の
う
ち
、

保
育
園
、
児
童
手
当
、
母
子
・
父
子
福

祉
、
生
活
保
護
、
恩
給
、
援
護
、
障
が

い
者
福
祉
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
医
療
、

後
期
高
齢
者
医
療
及
び
乳
幼
児
医
療
費

等
に
関
す
る
業
務
を
役
場
庁
舎
一
階
に

お
い
て
取
扱
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
高
齢
者
支
援
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

保
健
事
業
及
び
介
護
保
険
事
業
等
に
関

す
る
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ま
ま

で
ど
お
り
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
事
務

を
行
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
何
卒
ご
理
解
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

防
災
無
線
の
設
置
は
お
済
み
で
す
か
？

　

村
で
は
、全
世
帯
に
防
災
行
政
無
線（
個

別
受
信
機
）
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
行
政
情
報
や
災
害
及
び
緊
急
時

の
広
報
活
動
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

個
別
受
信
機
は
、
村
内
に
あ
る
住
宅
等

で
あ
れ
ば
受
信
機
を
無
償
で
貸
与
し
、
村

指
定
の
業
者
が
無
料
で
取
り
付
け
工
事
を

行
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な

い
住
民
の
方
は
企
画
調
整
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

企
画
調
整
課

　
（
広
報
統
計
係
）

農
地
保
有
合
理
化
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
意
欲
あ
る
担
い
手
農

業
者
の
経
営
規
模
拡
大
、
農
地
の
集
団

化
、
農
地
保
有
の
合
理
化
を
推
進
す
る

も
の
で
す
。

　

農
業
委
員
会
が
あ
っ
せ
ん
し
、
農
地

保
有
合
理
化
法
人
で
あ
る
福
島
県
農
業

振
興
公
社
が
売
買
を
仲
介
し
、
村
が
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
公

告
を
し
ま
す
。
売
渡
に
係
わ
る
特
例
処

置
と
し
ま
し
て
、
譲
渡
所
得
税
の
特
別

控
除
８
０
０
万
円
等
が
あ
り
ま
す
。

●今月の納税

国民健康保険税（５　期）
介 護 保 険 料（５　期）
11 月 30 日（金）までにお納めください。

※納税は便利な口座振替で

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                                                                                        （生 活 安 全 ）
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

行政サービスセンター 31-2237 議 会 事 務 局 25-2980
健康推進課（保健・国保）
                （地域福祉・高齢者福祉・介護保険）

25-1115
25-3910

農業委員会事務局 25-2946
西郷村土地改良区 25-1116

包括支援センター 25-5121 学 校 教 育 課 25-2370
商 工 観 光 課 25-2910 学校給食センター 25-1256
農 政 課 25-1116 生 涯 学 習 課 25-2371

建 設 課 25-1117
25-1118 代 表 25-1111

●小児科医　休日当番日（白河地区）
 11.  3 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
 11.  4 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
 11.11 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
 11.18 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
 11.23 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
 11.25 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040

●内科医　休日当番日（白河地区）
 11.  3 よこむら整形外科クリニック（白河市）☎ 21-1455
 11.  4 ニューロクリニック（西郷村）☎ 24-4111
 11.11 穂 積 医 院（白河市）☎ 22-5101
 11.18 野村貫成堂クリニック（白河市）☎ 23-3071
 11.23 吉 田 外 科 医 院（白河市）☎ 23-4033
 11.25 わ た な べ 内 科 医 院（白河市）☎ 22-1531

の
み
に
発
行
さ
れ
る
「
タ
ス
ポ
」（
た
ば

こ
専
用
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
が
無
け
れ
ば
、

自
販
機
か
ら
の
た
ば
こ
購
入
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　
「
タ
ス
ポ
」
は
、
申
込
み
時
に
お
客
様

が
成
人
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
確

認
・
審
査
し
た
上
で
発
行
さ
れ
、
た
ば

こ
の
購
入
の
際
、
自
販
機
に
タ
ッ
チ
さ

せ
る
こ
と
で
成
人
識
別
を
行
い
ま
す
。

　

成
人
喫
煙
者
の
方
々
に
は
、
ご
面
倒

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
未
成
年
者
の
喫

煙
防
止
の
た
め
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

白
河
た
ば
こ
販
売
協
組

　

☎
２
２
｜
３
８
１
９

第
24
回
黒
羽
矯
正
展　

　　

受
刑
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
活
動
を

地
域
の
皆
様
に
紹
介
し
、
理
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。
刑
務
所
内
見
学
、
受
刑
者
の
所
内

生
活
の
紹
介
（
パ
ネ
ル
展
示
）、
刑
務
作

業
製
品
の
展
示
・
販
売
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

及
び
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
23
日
㈮　

９
時
〜
15
時

●
場
所　

黒
羽
刑
務
所

　
（
駐
車
場
１
，
０
０
０
台
）

■
問
合
せ　

黒
羽
刑
務
所

　
（
栃
木
県
大
田
原
市
寒
井
一
四
六
六
｜
二
）

　

☎
０
２
８
７
｜
５
４
｜
１
１
９
８

『
標
準
営
業
約
款
制
度
〈
Ｓ
マ
ー

ク
〉』
を
ご
存
じ
で
す
か
！

　　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護
に

資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
厚
生
労
働

大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ
て
営
業
す
る

こ
と
を
登
録
し
た
、

「
理
容
店
」、「
美
容
店
」、「
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
」、「
め
ん
類
飲
食
店
」、「
一
般
飲

食
店
」
で
は
、
店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

登
録
店
は
、
安
全
・
清
潔
・
安
心
を
約

束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

■
問
合
せ　

　

㈶
福
島
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
｜
５
２
５
｜
４
０
８
５

全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

過
重
労
働
・
賃
金
不
払
残
業
解
消
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
各
都
道
府
県

労
働
局
に
お
い
て
全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
23
日
㈮　

９
時
〜
17
時

●
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
｜
８
９
７
｜
２
８
３

■
問
合
せ

　

白
河
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
２
４
｜
１
３
９
１

平
成
19
年
度
ふ
く
し
ま
大
卒
等

合
同
就
職
面
接
会

　

平
成
20
年
３
月
に
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・

高
専
・
専
修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平

成
19
年
３
月
に
こ
れ
ら
の
学
校
を
卒
業
し
現

在
も
未
就
職
の
方
を
対
象
に
、
県
内
150
事
業

所
（
予
定
）
と
の
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

11
月
28
日
㈬　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

●
そ
の
他　

　

①
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

　

②
参
加
事
業
所
は
11
月
上
旬
、
福
島
労
働

　
　

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

郡
山
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
０
２
４
｜
９
４
２
｜
８
６
０
９

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４
｜
５
２
８
｜
０
３
６
６

※
詳
し
い
内
容
・
手
続
き
に
つ
い
て
は

　

左
記
ま
で
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

平
成
20
年
西
郷
村
成
人
式

村
外
居
住
者
の
受
付

　

村
の
成
人
式
は
平
成
20
年
１
月
13
日

㈰
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

村
外
居
住
者
（
村
外
に
住
民
登
録
し

て
い
る
方
）
で
、
西
郷
村
成
人
式
に
参

加
を
希
望
す
る
方
は
、
受
付
を
行
い
ま

す
の
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
該
当
者　

村
外
居
住
者

●
生
年
月
日　

昭
和
62
年
４
月
２
日

〜
昭
和
63
年
４
月
１
日

●
受
付
期
間　

平
成
19
年
12
月
３
日
ま
で

■
受
付
場
所
・
電
話

　

文
化
セ
ン
タ
ー　

☎
２
５
｜
２
３
７
１

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
５
｜
２
７
５
５

※
村
内
住
所
登
録
者
は
後
日
、通
知
書（
は

が
き
）
を
発
送
し
、ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
た
め
、

た
ば
こ
自
販
機
が
変
わ
り
ま
す

平
成
20
年
５
月
か
ら

「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
式
成
人
識
別
自
販
機
」

稼
働
開
始

　

成
人
識
別
た
ば
こ
自
販
機
で
は
成
人

厚生労働大臣認可
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自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
平
成
20
年
３

月
下
旬
入
隊
の
自
衛
官
（
陸
上
・
海
上
・

航
空
自
衛
隊
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　

11
月
22
日
㈭
ま
で

●
試
験
日　

11
月
25
日
㈰

●
試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地

※
志
願
方
法
な
ど
、
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま

　

し
て
は
左
記
ま
で
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部 

白
河
地

　

域
事
務
所

　

☎
２
４
｜
０
３
７
２

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習

●
日
時　

12
月
５
日
㈬
・
６
日
㈭

　

９
時
〜
17
時
（
両
日
と
も
）

●
場
所　

　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消
防
本
部

　

大
会
議
室

●
申
込
期
間　

11
月
２
日
㈮
ま
で

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
受
講
定
数　

130
名

●
受
講
資
格　

当
該
防
火
対
象
物
に
お
い

　

て
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切

　

に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
管
理
的
又

　

は
監
督
的
地
位
に
あ
る
者
又
は
そ
の
地

　

位
に
就
く
見
込
み
の
者
。

●
講
習
科
目

　

⑴
防
火
管
理
者
の
重
要
性

　

⑵
火
気
管
理

　

⑶
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

　

⑷
訓
練
・
教
育　

　

⑸
消
防
計
画

　

⑹
防
火
管
理
者
の
責
務

　

⑺
共
同
防
火
管
理

■
問
合
せ
・
申
込
み
先

　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消
防
本
部

　

白
河
消
防
西
郷
分
署

　

☎
２
５
｜
２
５
３
４

「
出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会
」

参
加
者
募
集

　

真
剣
に
結
婚
を
望
ん
で
い
る
独
身
の
男

性
・
女
性
の
た
め
の
「
出
逢
い
＆
ふ
れ
あ

い
の
会
・
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
15
日
㈯　

15
時
〜
19
時

●
場
所　

鹿
島
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ（
白
河
市
）

●
対
象
者　

白
河
市
、
西
白
河
郡
内
に

　

居
住
す
る
独
身
の
男
女
。
女
性
に
つ

　

い
て
は
他
地
域
か
ら
の
参
加
も
可
。

●
募
集
人
数　

男
女
各
50
名

　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

●
募
集
期
間　

11
月
５
日
㈪
〜
30
日
㈮

●
参
加
費　

男
性　

３
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性　

２
、０
０
０
円

■
参
加
申
込
先
・
申
込
方
法
・
問
合
せ

　

事
務
局
（
白
河
市
表
郷
庁
舎
総
務
課
）

　

☎
３
２
｜
２
１
１
１

　

 
３
２
｜
２
２
３
４

　

�om
-som

u@
city.shirakaw

a.

　
　

 fukushim
a.jp

　

※
右
記
の
方
法
に
よ
り
、
氏
名
、
住
所
、

　
　

電
話
番
号
、
性
別
等
を
お
知
ら
せ

　
　

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

西
郷
村
企
画
調
整
課

私
の
甲
子
高
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

甲
子
高
原
の
自
然
、
人
々
の
く
ら
し
、

ふ
れ
あ
い
を
題
材
と
し
た
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　

職
業
写
真
家
を
除
き
誰
で 

　

も
応
募
で
き
ま
す
。
作
品
は
自
作
に
限

　

り
ま
す
。

●
作
品　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
（
デ
ジ
タ
ル

　

カ
メ
ラ
で
の
撮
影
も
含
む
）。
四
つ
切

　

サ
イ
ズ
又
は
ワ
イ
ド
四
つ
切
に
限
る
。

　

ス
ラ
イ
ド
や
組
写
真
は
除
き
ま
す
。
応

　

募
点
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
応
募
方
法　

応
募
用
紙
（
ま
た
は
ハ
ガ

　

キ
大
の
用
紙
）
に
作
品
名
、
撮
影
地
、

　

氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
年
齢
、
職

　

業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
作
品
の

　

裏
に
添
付
し
、
左
記
の
あ
て
先
ま
で
郵

　

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〒
９
６
１
｜
８
５
０
１

　

西
郷
村
大
字
熊
倉
字
折
口
原
40

　

西
郷
村
役
場
商
工
観
光
課
内

　
「
私
の
甲
子
高
原
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

●
締
切　

平
成
20
年
２
月
20
日
㈬
必
着

※
そ
の
他
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

　

左
記
ま
で
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

商
工
観
光
課

®
¯
°>

>

±
�
²
³
´
µ
¶
�
·
¸
¹
º>

>◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

▼
鈴
木
義
則
さ
ん　

　
　
　
【
豊
作
東
】

　
（
９
月
26
日
、
教
育
振
興
の
た
め
に
）　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
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生徒数 329 名　学級数 12　職員数 25 名

　　　

西郷第一中学校の紹介
 　

校　

歌

　
　
　

 

西
条　

八
十　

作
詞

　
　
　
　

渡
辺　

浦
人　

作
曲

一　

那
須
連
邦
を
ゆ
く
雲
に

　
　

高
き
理
想
を
仰
ぐ
と
き

　
　

真
理
と
自
由
と
平
和
の
行
手

　
　

か
た
ど
る
徽
章
に
旭
は
ひ
か
る

　
　

意
気
高
し
我
等
あ
あ
我
等

　
　

我
等　

西
郷
第
一
中
学
生

二　

恩
師
の
愛
と
友
情
の

　
　

花
も
あ
か
る
き
学
校
に

　
　

み
が
く
は
智
徳
よ
正
し
き
精
神

　
　

き
た
え
し
身
体
に
力
は
溢
る

　
　

誇
り
あ
り
我
等
あ
あ
我
等　

　
　

我
等　

西
郷
第
一
中
学
生

三　

阿
武
隈
川
の
清
き
水

　
　

た
ゆ
ま
ず
海
へ
そ
そ
ぐ
ご
と

　
　

潑
剌
伸
び
ゆ
き
我
等
の
肩
に

　
　

必
ず
担
わ
ん
未
来
の
日
本

　
　

い
ざ
奮
へ
我
等
あ
あ
我
等

　
　

我
等　

西
郷
第
一
中
学
生

西郷第一中学校の歴史

昭和 22 年　西郷第一中学校創立

昭和 25 年　新校舎落成　校歌制定

昭和 34 年　校旗制定

昭和 42 年　体育館落成

昭和 43 年　学校給食開始

昭和 49 年　プール完成

昭和 51 年　新校舎第一期完成

昭和５2年　新校舎第二期完成

昭和 53 年　新校舎第三期完成

平成   2 年　生徒用パソコン設置（初回）

平成   9 年　創立５０周年記念式典

平成 17 年　生徒用パソコン新規入替（３回目）

平成 19 年　よい歯の学校優秀校受賞

　　　　教育目標
「生きる力を持つ生徒の育成」
○主体的に学ぶ生徒
○心豊かな生徒
○健康でよく働く生徒

　　　西郷第一中学校校章の由来
　校章は昭和 25 年に校歌と
一緒に制定されました。校章
のモデルであるカシワの葉は
枯れても新芽の出るまで枝に　　　　　　　　　　
ついており、新しい葉に入れ　　　　　　　　　　
代わるゆずり葉として、古代
めでたい慶祝に用いられてき
ました。カシワのように成長が早く、強い生徒に育
つように温かく包む場が学校です。三枚は、校歌に
もある「真理」「自由」「平和」を意味しています。

【西郷第一中学校の特色ある教育活動】

学力の向上と道徳心の向上を目指して 体験学習の充実

楽しみな行事 ひうち祭 部活動を通して心技体を育む

　生徒の学力の向上を目指して、全教職員が一人
１回の公開研究授業に
取り組んでいます。
　また、西郷村心の教
育推進事業のもと、あ
いさつや社会のルール
を身につけ、人を思い
やれる心の育成を目指
しています。                 ▲ 教え学び合う授業風景

　毎年１０月に行われるひうち祭は、１年で最も
楽しみな行事です。　　　　　　　　　　　　　
　企画から運営まで全校　　　　　　　　　　　
生徒の参加により行われ　　　　　　　　　　　
ます。特にクラス対抗合　　　　　　　　　　　
唱コンクールには力が入　　　　　　　　　　　
り、学級が一致団結して　　　　　　　　　　　
練習に励みます。また、　　　　　　　　　　　
今年からＰＴＡの協力を　　　　　　　　　　
いただき楽しみがアップ。　　　　　　

　総合的な学習の時間と特別活動の時間を利用し
て、１学年は高齢者との
交流活動、２学年は職場
体験活動、３学年は社会
福祉体験活動等に取り組
んでいます。社会のルー
ルや思いやりの心、勤労
への心を直接体験的に学
んでいます。　　　　　　▲３年生社会福祉体験活動

　全校生が男女合わせて 10 の運動部活動と４つ
の文化部で活動していま
す。特に運動部は、目標
は優勝、目的は人づくり
を目指し、「健全な身体　　　　　　　　　　　
に健全な心が宿る」を　　　　　　　　　　　
モットーに取り組んでお　　　　　　　　　　　
り、生徒と先生共々頑張　　　　　　　　　　
っています。 ▲東白川・西白河陸上大会▲学級が団結する合唱コンクール



日 月 火 水 木 金 土
11
みずほ保育園りん
ご 狩 り（9:30 白
河市本沼）

2
生活総合相談所
（9:00 文 化 セ ン
ター）
文化祭～3日（9:00
文化センター）

33文化の日
村内一周駅伝（8:00
役場前スタート）
表彰状授与並び
に感謝状贈呈式
（10:00 議会議場）

4
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

55 66 7
12 ～ 13 ヶ月児健康
相談（9:30 保 健福
祉センター）
赤ちゃんの子育て講
座（13:30 保健福祉
センター）

8
おひざにだっこの
おはなし会（10:30
文化センター）

9
生活総合相談所
（9:00 文 化 セ ン
ター）
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

1010

11
消防団防御訓練
（8:00 羽太地区）
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

1212
母子手帳交付・健
康相談日（13:00
保 健 福 祉 セ ン
ター）

1313 1414 1515
4 ヶ月児健康診査
（13:00 保健福祉
センター）

1616
生 活 総 合 相 談 所
（9:00文化センター）
まきば保育園発表会
（9:00 お遊戯室）
みずほ保育園お遊戯
会（9:30 お遊戯室）

1717
ふれあい体験塾
（8:00 会津方面）
村立西郷幼稚園発
表会（9:15 文化セ
ンター）

18
ふくしま駅伝大会
（7:45 白河～福島）
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

1919 20
まきば保育園焼き
芋会（9:30 まきば
保育園）

2121 22
第 11 回農業委員
会総会（13:30 プ
レハブ会議室）

23勤労感謝の日 2424

25
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

26
行政相談所（10:30
文化センター）
母子手帳交付・健康
相談日（13:00 保健
福祉センター）
心配ごと特別相談会
（13:10 高齢者生活
支援センター）

27
県立移動図書館あ
づま号巡回（13:00
文化センター駐車
場）

28
歯科クリニック
（幼児 13:00、6 歳
児 13:45 保健福祉
センター）

2929 30
配 食 サ ー ビ ス
（8:30 保健福祉セ
ンター）
生活総合相談所
（9:00 文 化 セ ン
ター）

2007 年 11 月
November行事
レカ ンダー

●今月の顔────
歯科検診（9/26）に来ていた

　　　　　　　　個性豊かな子どもたちです。

★県南地域の主な行事です
・11/4  あそびの学校「粘土のマスコットキーホルダー」
（ジャスコ白河西郷店 13:00)
・11/4  産業収穫祭 （泉崎村トレーニングセンター 11:00）
・11/8  第 50 回 講話「お口の定期検診はしていますか」　
（マイタウン白河  佐藤歯科医院院長 佐藤演由先生）

・11/11 びゃっこいの里ファミリーウォーク in 表郷  
（表郷庁舎スタート 8:00 ～受付）
・11/12 柿の木文庫おはなし講習会（みさか小学校 10:00）
・11/24 講演会「考古学から見た世界の人々」　　　　　
（まほろん 13:30）

人口と世帯数（10月 1日現在）人口 19,702 人（前月比 -27）男 9,925 人（-14）女 9,777 人（-13）世帯数 6,426 戸（-8）

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp
古紙配合率 100％再生紙を使用しています。


